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９測定局（延べ26項目）

地域代表局（７局21項目）

短期高濃度局（1局1項目）

自動車排出ガス測定局（１局４項目）
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※ ×は廃止測定局

本市では、大気汚染防止法（以下「法」）に基づき、市内の大気環境について12か所に測定局を配置し、二酸化窒素など７物質（延べ40項目）を常時監視している。
現在の監視体制は、配置(H24.4)から12年が経過し、市内の大規模な事業場や自動車交通量に変化があること、また、公共施設の質・量の最適化を図るため、配置の見直し

を行う。
見直しは法及びマニュアルに基づく手法等により行い、効果的・効率的な監視体制（測定局数、配置場所、項目数の精査）を構築する。

市内大気汚染常時監視測定局の適正配置計画案について

検討手法

●法に基づく「大気汚染の常時監視に
関する事務処理基準」により、必要
測定局数を算出する。

●国の「窒素酸化物総量規制マニュア
ル」に基づき、監視項目の環境濃度
シミュレーションを実施し、市域の
濃度分布を把握する。

上記手法により、効果的・効率
的な監視体制を構築する。
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12測定局（延べ40項目）

地域代表局（７局31項目）

短期高濃度局（４局５項目）

自動車排出ガス測定局（１局４項目）
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現在（H24.4～） 計画案（R8.4～）

測定局の分類と目的

・地域代表局:7局(変更なし)

・短期高濃度局:４局 → １局
・自動車排出ガス測定局:１局(変更なし）

・測定項目数:40項目 → 26項目

地域代表局
地域全体における環境基準の適合状

況の把握を目的に設置

短期高濃度局
特定発生源により一時的に出現する

高濃度の把握を目的に設置

自動車排出ガス測定局
交通量が多い道路付近の人口集中地

域における自動車排出ガスの影響の把
握を目的に設置

二酸化窒素 二酸化硫黄
浮遊粒子状

物質
光化学オキシ

ダント
微小粒子状

物質
一酸化炭素

非メタン炭化
水素

NO2 SO2 SPM Ox PM2.5 CO HC
1 四倉 〇 〇 〇 〇
2 揚土 〇 〇 〇 〇 〇
3 中央台 〇 〇 〇 〇
4 常磐 〇 〇 〇 〇
5 大原 〇 〇 〇 〇 〇 〇
6 金山 〇 〇 〇 〇
7 上中田 〇 〇 〇 〇
8 滝尻 〇 〇
9 中原 〇
10 下川 〇

11 花ノ井 〇

自動車排ガ
ス測定局

12 平 〇 〇 〇 〇

測定局名
分
類

番
号

地
域
代
表
局

短
期
高
濃
度
局

二酸化窒素 二酸化硫黄
浮遊粒子状

物質
光化学オキシ

ダント
微小粒子状

物質
一酸化炭素

非メタン炭化
水素

NO2 SO2 SPM Ox PM2.5 CO HC
1 四倉 〇
2 揚土 〇 〇 〇 〇 〇
3 中央台 〇
4 常磐 〇 〇 〇
5 大原 〇 〇 〇 〇 〇 〇
6 金山 〇
7 花ノ井 〇 〇 〇 〇

短
期
高
濃
度
局

8 中原 〇

自動車排ガ
ス測定局

9 平 〇 〇 〇 〇

分
類

番
号

測定局名

地
域
代
表
局
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